



田 淵 博 文
平成23年9月7日から9月14日にかけてイギリス（England と Wales）に滞在した。6泊
8日の行程で、1日の車での移動距離が400から450キロという体力的にきつい旅行であっ
た。訪れた場所は Emily Brontë の『嵐が丘』の舞台となった Haworth、Beatrix Potter や
WilliamWordsworth が暮らしていた Lake District、シェイクスピア研究で有名な大学のある
Birmingham、ビートルズや大聖堂で有名な Liverpool、中世の雰囲気を残し静かで落ち着い
た美しい町並みが続く Chester、2008年に世界遺産に登録されて水道橋（Aquaduct）で有名
になった Wales にある Llangollen、石灰岩（limestone）と蜂蜜で有名な Cotswolds 地方の
3つの町（Castle Combe、Bibury、Bourton-on-the-Water）、Shakespeare の生誕地で世界的
に有名な劇団 Royal Shakespeare Company（以下 RSC と表記する）のある Stratford-upon-
Avon、かつて Jane Austen が短い期間だが住んでいた Roman Bath で有名な England 西部の
町 Bath、Roald Dahl の故郷である Buckinghamshire の Great Missenden、それに Samuel 
Johnson をして、「ロンドンに飽きたものは人生に飽きたものである」と言わしめた London
などであった。
3年前は England の北東に位置する Durham 大学に25日間滞在し、研究のかたわら




























Jack & The Beanstalk（2011年12月10日から12月30日）
Aladdin（2011年12月10日から12月31日）
Dick Whittington（2012年1月12日から1月15日）
2．ロンドンの West End で上演されているもの（最初に映画化されたものもある）
Billy Elliot、The Phantom of the Opera、We Will Rock You、Blood Brothers、Oliver、
Mamma Mia、Les Miserables（英）
Chicago、Thriller、Wicked、Shrek、Legally Blond、Sister Act、Lion King（米）
3．イギリスの各地域で上演されている文学作品
William Shakespeare の作品　The Taming of the Shrew、Measure for Measure、As You 
Like It、A Midsummer Night’s Dream、The Tempest、Macbeth
Harold Pinter の作品　The Homecoming
Arnold Wesker の作品　Roots
Alan Ayckbourn の作品　Taking Steps、Season’s Greetings、Neighbourhood Watch
Willy Russell の作品　Blood Brothers
Dylan Thomas の作品　Under Milk Wood
Agatha Christie の作品　Murder on Air
Charles Dickens の作品　Oliver !　
George Orwell の作品　Animal Farm
D.H. Lawrence の作品　The Rocking-Horse Winner
Thomas Hardy の作品　Three Tales
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Geoffrey Chaucer の作品　The Canterbury Tales
Mike Leigh の作品　A New Play
Kenneth Grahame の作品　The Wind in the Willows
Jane Austen の作品　Pride and Prejudice、Sense and Sensibility
その他、Salome、Madam Butterﬂy、The Pitmen Painters、Calendar Girls、Snow White、
Hansel and Gretel などの作品
4．イギリスの各地域で映画化されている文学作品
Arnold Wesker の作品　The Kitchen
Mary Norton の作品　Arrietty（The Borrowers）
Charlotte Brontë の作品　Jane Eyre














について「a riot of traditional panto ― fun、jokes、slapstick and songs」と記されているよ
うに「伝統的なパントマイムを面白くしたもので、笑いあり冗談ありドタバタがあり歌があ
る」演出になっていることがうかがえる。また「The Rock ʻn’ Roll Panto」とも書かれてい
て、にぎやかなロック調の演奏であることもわかる。観劇料金も10.5ポンドから16.5ポンド
で、1ポンドを130円と換算して、約1400円から2100円ぐらいの安い料金に設定されている。
「ジャックと豆の木」において、ジャックの母親役が pantomime dame で登場し、観客の笑
いを勝ち取ることも容易に察しがつく。「アラディン」といえば「アラディンと魔法のラン
プ」であるが、「The Magical Pantomime Adventure! Dancing on Ice with Amazing 3D Special 
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Effects」と記されているように、「魔法のようなパントマイムの冒険 ! 氷上で3D の特殊効果
を使って臨場感あふれる踊り」を観客が堪能できる演出になっている。White Christmas と
いわれるように、白い雪や氷はクリスマスの季節になくてはならないものである。「ディック
　ウィティントン」は、正式には「Whittington and his Cat」で、Joseph Jacobs の English 
Fairy Tales に掲載されていて、イギリスの子供にはなじみのある人物と猫である。1　それゆ










Billy Elliot、Blood Brothers、Les Miserables、Mamma Mia、Oliver、The Phantom of 
the Opera、We Will Rock You
アメリカで制作されたミュージカル









リラー」も、おそらく The Queen と Michael Jackson のヒット曲がちりばめられている演出
になっていると思われる。「ライオン・キング」と「シュレック」は主に子供向けの映画作
品であった。「ウイキッド」は The Wizard of Oz の続編のような作品と言われている。舞台
での上演は映画以上に、観客に直接的に訴えるので見ごたえも十分であると思われる。「オ













ズ城の芝生の上（theatre on the lawn）で 7月28日から 7月30日の期間中に上演されている。
観客はシャンパンなどを片手にくつろいだ雰囲気で劇を鑑賞し、夜の野外の風景を借景にし

























現代の劇作家の作品では Harold Pinter（1930⊖　）の「帰省」、Arnold Wesker（1932⊖
　）の「根っこ」、Alan Ayckbourn（1939⊖　）の「Taking Steps」、「Season’s Greetings」、
「Neighbourhood Watch」などが上演されている。Pinter の劇は ʻcomedy of menace’ と言わ
れていて、しばしば Samuel Beckett や Franz Kafka のような不条理な作家と比較されてい
る。十数年前にイギリスに滞在していた時に Pinter が 1960年に書いた The Caretaker が上
演されていたと記憶している。「帰省」は1965年に初演、1971年に映画化された作品である。
Stratford-upon-Avon の Swan Theatre で RSC が 7月28日から10月15日にかけて「帰省」を上
演することになっている。
Ayckbourn の作品が 3本も上演されている理由を調べてみると、彼が舞台監督（theater 
director）として今年で 50年、劇作家（playwright）として 52年目に当たるからである。彼に
敬意を払っていることがうかがえる。「Taking Steps」は笑劇（farce）、「Season’s Greetings」は、
Bill Kenwright が上演している classic comedy である。「Neighbourhood Watch」は彼の 75作
目の新作（brand new play）であり、彼自らが舞台監督を務めている。
Wesker は、1968年に来日している。日本において、Wesker の作品で最も有名なものは
「Chicken Soup with Barley」（「大麦入りのチキンスープ」）である。また、 3幕 4場の「根っこ」
は、10月27日から11月19日まで上演される。Pinter、Ayckbourn、Wesker は確かにイギリス
を代表する現代劇作家と言えるかもしれないが、私の（保守的）好みからすれば Terrence 




Jane Austen（1775⊖1817）の「高慢と偏見」、「分別と多感」、 Charles Dickens（1812⊖70）
の「オリバー」、Thomas Hardy（1840⊖1928）の「3つの物語」、D. H. Lawrence（1885⊖1930）
の「The Rocking-Horse Winner」、George Orwell（1903⊖1950） の「 動 物 農 場 」、Kenneth 
Grahame（1859⊖1932）の「The Wind in the Willows」、それから劇作家としても有名な2人






先生主宰の輪読会の一員にさせていただいた。その当時のテキストであった F. R. Leavis の
The Great Tradition（『偉大な伝統』）も、書簡文学の第一人者であり genteel tradition（お
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上品な伝統）を受け継ぐ Austen から始まっていた。3　リーズ城で彼女の「分別と多感」が 8
月27日から 8月28日まで上演されている。
Dickens の「オリバー」は原作が Oliver Twist で1837年から39年にかけて執筆されたもの
である。1836年から37年にかけて Dickens の最高傑作と言われている The Pickwick Papers、
1838年から39年にかけて Nicholas Nickleby が書かれている。国民的作家と呼ばれイギリス
国民から非常に愛されている Dickens の作品である「オリバー」が上演されているのも至
極当然であると言える。
Hardy の「3つの物語」は 3つの短編（「The Withered Arm」他2篇）を基に構成された舞
台である。歌とカントリーダンス（2列の男女が向かい合って踊るフォークダンスの一種）
から成りたっている。短編作品でも舞台で上演されることがある。





Orwell といえば大学時代にアメリカ人の John and Hazel Hamilton 教授夫妻から独裁国家
の恐ろしさについて徹底的に教えていただいた。この「動物農場」はソビエトのスターリン
の独裁政治に対する風刺的寓話小説で1945年に書かれている。もう一つの彼の代表作といえ
ば Nineteen Eighty-Four で人間性を破壊する全体主義政治の恐ろしさを描いた未来小説と
して知られていて、1949年に書かれている。自由の国イギリスで、今もこの「動物農場」が
上演されていることに、自由主義国家としての誇りと余裕が見て取れる。
Grahame の The Wind in the Willows は1908年に書かれている。今から約100年前の作品
であり古典と言える。イギリスではクリスマスの季節によく上演されている。私が1997年か
ら1998年にかけてイギリスに1年間滞在していた時に、Alan Bennett が演出を手掛けた公演
をロンドンの West End で観劇した。舞台の役者たちが北部方言（ヨークシャー方言）丸出
しの英語をしゃべっていたことを今でも鮮明に覚えている。一般に、動物を素材にして人間
界を風刺した作品と言われているが、私は純粋にこの作品が大好きで、大学の英語講読の授
業で 2回テキストとして使用したことがある。挿絵画家の Ernest H. Shepard の美しい挿絵
が文章とマッチして、心が癒される思いで読み進んだことを昨日のことのように思い出す。
Grahame 好きが高じて、Reading 近郊の静かな田舎町 Pangbourne まで出向き、Grahame
が住んでいた家を訪ねた。その家を購入して暮らしていた家族と話をした後、一緒に庭で写
真を撮った思い出がある。




（『クマのプーさん』）の筆者である A. A. Milne（1882⊖1956）は『たのしい川べ』の愛読者






Thomas の「ミルクの森の下で」は彼の代表作である。BBC 制作のカセットテープや CD
が発売されている。Roald Dahl が一度 Wales の Swansea にある彼の自宅を訪ねている。彼
の家と庭に刺激を受けた Dahl は、Great Missenden の自宅の庭に自分の書斎小屋（hut）を
建てている。
Christie の「Murder on Air」も Bill Kenwright が上演している。Christie といえばミステリー





Leigh は映画監督として日本でも有名で、Secrets & Lies、Naked、Career Girls、Topsy-




る。ロンドンの South Bank にある National Theatre で 9月14日から10月19日まで上演予定
である。Mike Leigh の映画の中で描かれている社会は、現代のイギリスを忠実に捉えていて、
現実味があり目が離せない作品ばかりであるので、「新しい芝居」の上演が今から待ち遠しい。
Russell の「Blood Brothers」も Bill Kenwright によって上演される。
その他、上演されている劇を簡単に紹介する。
Oscar Wilde の Salome はイギリスでよく上演されているが、今回の演出方法は1932年の
無声映画と生音楽を融合させた奇抜なものとなっている。
プッチーニのオペラ「蝶々夫人」も同じくイギリスでよく舞台で上演される作品である。
「The Pitmen Painters」は Billy Elliot の脚本を手掛けた Lee Hall であるが、この劇も彼によっ
て書かれ、Bill Kenwright によって上演されている。題名が示しているように、鉱夫と画家
とは相入れないような関係であるが、鉱夫が画を習いたいという願いは誰にも否定できない





出が楽しみでもある。Neil Sedaka が 1961年にヒットさせた曲名と全く同じであるが、ここ
ではカレンダーのポスターに裸で写っている女性たちの意味である。英語に ʻpage three girl’



































Charlotte Brontë（1816⊖55）の Jane Eyre は1847年に書かれた作品である。Charlotte は
3姉妹（Charlotte、Emily、Anne）の長女である。この作品は今までに20本を超える映画
が制作されているが、この映画の目玉といえば、映画監督が日系アメリカ人の Cary Joji 
Fukunaga で、中世の暗い空気感にこだわった新たな物語を描いている点である。また、作
中の Mrs. Fairfax 役の女優がイギリスの名優と謳われている Judi Dench である。彼女は優
れた芸術の世界的な創造者たちを顕彰する「高松宮殿下記念世界文化賞」の演劇・映像部門
で今年（2011年）の第23回受賞者となっている。日本にも RSC と一緒に1970年に来日し、シェ









最後に P. G. Wodehouse（1881⊖1975）の作品「By Jeeves !」について述べることにする。
彼は humorist として日本でも知られている作家であるが、あまり作品は翻訳されていな
かった。しかし、2005年頃から文芸春秋社や図書刊行会からいわゆる「ジーヴズもの」、My 
Man Jeeves（1919）、The Inimitable Jeeves（1923）、Carry on, Jeeves（1925）、Very Good, 
Jeeves（1930）など一連のユーモア小説が、ものすごい勢いで立て続けに今日まで翻訳刊行
されている。だめな主人 Bertie Wooster と彼を支える賢い天才執事 Jeeves というコンビで、
どんなトラブルでも見事に解決していくという話の展開になっている。
最初に映画化されたのは 2001年10月であるが、今回の映画の目玉は Alan Ayckbourn が 13
の詞を書きかつ監督もしていることと、作曲家の Andrew Lloyd Webber がそれらのすべて
の詞に曲をつけていることである。世界的に有名な 2人の織りなす映画を、大人がわずか 5
ポンド（約650円）、子どもが 3ポンド（約400円）で、イギリスの映画館で鑑賞できること
は幸運なことである。Wodehouse は、George Orwell や Muriel Spark から高く評価された
作家だけに、一連のユーモア小説をとおして、日本の一般読者がイギリスのユーモアとは何
かを理解し、日本のユーモアと比較する手掛かりになればと期待している。ちなみに、元イ
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